
　北京オリンピックの興奮も醒め，勉学や食欲の秋をお迎えのことと思います。ここに『臨床眼
科』9 月号をお届けいたします。
　「今月の話題」は小林顕先生による「レーザー生体共焦点顕微鏡による角膜の観察」です。これ
まで多くの形態研究に新しい知見をもたらしてきたレーザー共焦点顕微鏡の眼科臨床への応用編
ということで，通常の細隙灯顕微鏡ではわかりにくかったさまざまな微細所見が見事に提示され
ています。かつて OCT がそうであったように，近い将来，このような診療器具が多くの医療機
関で配備され，さらに正確な診断や病態の理解に役立てられる日が来るのではと予感させられます。
　「もっと医療コミュニケーション」は第 9 回で，佐藤綾子先生による「医師も『言語調整動作』
を学ぼう」です。人権に対する国民意識が次第に変化している今日，医療に対する意識も急速に
変化していることに皆さんもお気づきのことと思います。診療は患者の自発的な受診行動からす
べてが始まるわけですから，主人公はあくまでも患者本人であることを医師が理解し，その理解
を言葉や態度で示すための方法やヒントが解説されています。
　「網膜硝子体手術手技」の第 21 回は「開放性眼外傷―眼球破裂，強角膜穿孔の 2 次的硝子体手
術（2）」です。いつもながら，寺崎浩子先生指導のグループによる豊富な経験と論理に基づく治
癒を目的とした確実かつ徹底した手術手技は，プロ中のプロならではと刮目させられる内容と
なっています。
　「やさしい目で　きびしい目で」は五嶋摩理先生による「帰国子女随想」です。多民族・多価値
観国家のアメリカで小中学校教育を受け，その後帰国し，今度は単一民族・単一価値観国家の日
本でのさまざまな苦労から得られた，本人だけが持つ財産が淡々と流れるような文体で記されて
います。
　その他多くの学術論文とともに今月も勉学の秋にふさわしい内容となっています。どうぞお楽
しみください。 （中澤　満）
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